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Ｐ
Ｐ
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意
識
と
は
何
だ

ろ
う
か
。
Ａ
Ｉ

（
人
工
知
能
）
に

も
意
識
は
生
ま
れ

る
の
だ
ろ
う
か
。

生
き
物
全
て
に
意
識
が
あ
る
と

し
て
、
生
き
と
し
生
け
る
も
の

全
て
が
心
か
ら
願
っ
て
い
る
こ

と
と
は
何
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は

天
寿
を
全
う
す
る
こ
と
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
天
寿
を
全
う
す

る
こ
と
、
す
な
わ
ち
生
き
る
こ

と
で
あ
る
。
天
寿
を
全
う
す
る

こ
と
を
許
さ
な
い
こ
と
と
は
何

だ
ろ
う
か
。
地
震
や
津
波
・
干

ば
つ
や
台
風
・
火
山
の
噴
火
な

ど
の
自
然
災
害
、
飢
餓
や
病
気

な
ど
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
▼
人

間
に
は
言
葉
が
あ
る
。
自
然
災

害
は
防
げ
な
い
が
備
え
る
こ
と

は
で
き
る
。
飢
餓
や
病
気
は
お

互
い
に
助
け
合
う
こ
と
に
よ
っ

て
あ
る
程
度
は
防
ぐ
こ
と
が
で

き
る
。
人
間
が
言
葉
を
持
っ
て

助
け
合
う
こ
と
で
余
剰
生
産
物

が
生
ま
れ
た
。
こ
の
余
剰
を
ど

う
使
う
か
に
人
間
の
知
力
が
試

さ
れ
て
い
る
。
一
部
の
人
の
利

益
に
す
る
の
か
、
そ
れ
と
も
全

体
の
利
益
に
す
る
の
か
で
あ
る

▼
な
ぜ
、
同
じ
人
間
な
の
に
住

む
と
こ
ろ
が
違
う
、
言
葉
が
違

う
だ
け
で
い
が
み
合
う
の
か
。

人
間
の
天
寿
を
阻
害
す
る
最
大

の
も
の
は
戦
争
で
あ
る
。
自
国

民
の
利
益
を
守
る
た
め
、
す
な

わ
ち
自
国
民
の
平
和
と
安
全
を

守
る
た
め
に
、
と
の
口
実
を
掲

げ
て
行
わ
れ
た
戦
争
の
、
何
と

多
い
こ
と
か
。
人
間
は
戦
争
の

道
具
と
し
て
、
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト

や
核
兵
器
ま
で
発
明
し
て
し
ま

っ
た
▼
そ
ろ
そ
ろ
人
類
は
、
そ

の
英
知
を
も
っ
て
反
戦
・
非
戦

・
反
核
・
非
核
の
流
れ
を
世
界

共
通
の
願
い
と
し
て
実
現
す
る

時
だ
。
日
本
国
憲
法
９
条
は
そ

の
願
い
を
先
取
り
し
た
、
日
本

が
世
界
に
誇
る
条
文
で
あ
る
。

九
条
の
会
・
兵
庫
県
医
師
の
会

や
反
核
医
師
の
会
に
、
ぜ
ひ
ご

参
加
を
お
願
い
す
る
。 

（
水
）
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協
会
は
５
月
30
日
、
前
日
本
医
師
会
会
長
で
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

差
止
・
違
憲
訴
訟
の
会
」
代
表
の
原
中
勝
征
先
生
を
講
師
に
招

き
、
政
策
研
究
会
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
と
差
止
・
違
憲
訴
訟
の

意
義
」
を
開
催
。
原
中
先
生
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
と
と
も
に
、

国
民
が
声
を
あ
げ
る
こ
と
が
大
切
と
強
調
し
た
。

　

原
中
先
生
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危

険
性
に
つ
い
て
、
農
産
物
の
輸

入
自
由
化
に
よ
り
、
ア
メ
リ
カ

と
の
競
争
に
押
さ
れ
、
国
内
の

農
業
が
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
る
だ
け
で
な
く
、
社
会
保
障

の
分
野
で
も
、
国
民
皆
保
険
制

度
が
民
間
に
合
わ
せ
る
形
で
縮

小
さ
れ
、
ア
メ
リ
カ
の
保
険
商

品
が
国
内
に
流
入
し
て
く
る
危

険
性
が
あ
る
と
説
明
。
国
民
皆

保
険
制
度
が
な
い
ア
メ
リ
カ
で

は
、
民
間
保
険
に
加
入
し
て
い

て
も
医
療
費
が
払
え
ず
に
自
己

破
産
す
る
人
が
後
を
絶
た
な
い

こ
と
を
紹
介
し
、
日
本
の
国
民

皆
保
険
制
度
は
国
民
全
体
に
恩

恵
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
守

ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
っ

た
。
ま
た
、
新
薬
の
特
許
期
間

が
ア
メ
リ
カ
に
合
わ
せ
る
形
で

延
長
さ
れ
、
後
発
医
薬
品
の
製

造
・
販
売
に
時
間
が
か
か
る
よ

う
に
な
り
、
医
療
費
の
増
大
に

も
つ
な
が
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
日
本
医
師
会
会
長
を

務
め
て
い
る
間
に
発
生
し
た
東

日
本
大
震
災
に
際
し
て
、
ガ
ソ

リ
ン
の
配
給
を
被
災
医
療
機
関

へ
優
先
し
て
行
う
こ
と
を
当
時

の
民
主
党
政
権
に
働
き
か
け
、

実
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
、

当
時
の
様
子
を
語
っ
た
。
こ
の

時
、
規
則
を
超
え
た
柔
軟
な
措

置
が
行
わ
れ
た
の
は
、
民
主
党

政
権
が
官
僚
主
導
か
ら
政
治
主

導
へ
の
切
り
替
え
を
図
っ
て
い

た
こ
と
が
背
景
に
あ
る
と
解

説
。
し
か
し
現
在
は
ま
た
官
僚

主
導
の
行
政
へ
と
後
退
し
て
い

る
と
指
摘
し
た
。

　

政
界
と
の
関
係
に
つ
い
て
も

話
は
及
び
、
政
治
連
盟
は
自
民

党
へ
政
治
献
金
を
行
っ
て
き
た

が
、
自
身
が
会
長
を
務
め
て
い

る
間
は
中
止
し
た
と
し
て
、
医

療
界
の
要
望
を
政
治
に
実
現
し

て
も
ら
う
た
め
に
は
、
与
野
党

を
問
わ
ず
働
き
か
け
を
行
う
姿

勢
が
大
切
で
あ
る
と
の
考
え
を

述
べ
た
。

　

先
生
は
最
後
に
、
若
い
人
た

ち
を
中
心
に
デ
モ
や
集
会
に
参

加
す
る
人
が
減
っ
て
い
る
こ
と

に
触
れ
「
自
分
の
子
ど
も
や
孫

に
よ
い
国
を
残
す
こ
と
を
第
一

に
考
え
、
国
家
が
国
民
の
意
思

を
無
視
し
、
暴
走
し
た
と
き
に

は
、
周
囲
に
反
対
の
意
志
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
大
切
だ
」

と
訴
え
た
。

　

原
中
先
生
は
、
茨
城
県
医
師

会
会
長
や
日
本
医
師
会
理
事
を

経
て
、
２
０
１
０
年
か
ら
民
主

党
政
権
下
で
日
本
医
師
会
の
第

18
代
会
長
を
務
め
た
。
現
在
、

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
り
医
療
、
農

業
、
雇
用
の
市
場
化
が
進
み
、

国
民
の
生
存
権
や
安
全
が
脅
か

さ
れ
る
と
し
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
交

渉
差
止
を
求
め
る
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交

渉
差
止
・
違
憲
訴
訟
の
会
」
の

代
表
を
務
め
て
い
る
。
医
師
・

歯
科
医
師
ら
32
人
が
参
加
し

た
。

　

６
月
４
日
の
「
虫
歯
の
日
」

に
国
会
で
開
催
さ
れ
た
「〝
歯

は
命
〞
健
康
長
寿
社
会
を
め
ざ

し
て　

保
険
で
良
い
歯
科
医
療

の
実
現
を
『
６
・
４
国
会
内
集

会
』」
に
は
、
全
国
か
ら
歯
科

医
療
従
事
者
ら
４
６
０
人
が
参

加
。
兵
庫
協
会
か
ら
は
吉
岡
正

雄
・
加
藤
擁
一
両
副
理
事
長
、

加
藤
隆
久
・
鈴
田
明
彦
両
理

事
、
足
立
了
平
・
坂

口
智
計
・
谷
端
美
香

・
冨
澤
浩
基
各
評
議

員
を
は
じ
め
、「
保

険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療
を
」

兵
庫
連
絡
会
の
歯
科
技
工
士
ら

計
18
人
が
出
席
し
た
。

　

集
会
は
40
人
以
上
の
衆
参
国

会
議
員
（
秘
書
含
む
）
が
出
席

し
、
日
本
歯
科
医
師
会
、
日
本

衛
生
士
会
を
は
じ
め
１
３
９
団

体
・
個
人
の
賛
同
を
得
る
な

ど
、
か
つ
て
な
い
規
模
で
開
催

さ
れ
た
。

　

ま
た
、
①
窓
口
負
担
の
大
幅

軽
減
、
②
保
険
範
囲
の
拡
大
、

③
歯
科
技
工
技
術
料
の
大
幅
引

き
上
げ
、
④
歯
科
技
工
士
と
歯

科
衛
生
士
の
地
位
向
上
と
待
遇

改
善
、
⑤
国
・
自
治
体
・
企
業

の
責
任
に
よ
る
歯
科
健
診
の
充

実
、
⑥
医
療
予
算
の
大
幅
増
額

で
歯
科
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ

を
求
め
る
ア
ピ
ー
ル
案
が
採
択

さ
れ
た
。

　

国
会
議
員
へ
の
陳
情
で
は
、

山
田
賢
司
（
兵
庫
７
区
・
自

民
）・
井
坂
信
彦
（
兵
庫
１
区

・
維
新
）・
堀
内
照
文
（
比
例

近
畿
・
共
産
）・
伊
東
信
久

（
比
例
近
畿
・
維
新
）
各
衆
院

議
員
、
山
下
芳
生
（
比
例
・
共

産
）
参
院
議
員
と
面
談
し
、
要

請
書
を
手
渡
し
た
。

　

集
会
後
、
厚
生
労
働
省
と
経

済
産
業
省
へ
の
要
請
が
行
わ

れ
、
厚
労
省
要
請
に
は
吉
岡
副

理
事
長
、
兵
庫
連
絡
会
世
話
人

の
雨
松
真
希
人
氏
ら
兵
庫
県
の

歯
科
技
工
士
が
出
席
。
歯
科
医

療
費
の
総
枠
拡
大
な
ど
と
あ
わ

せ
、
長
時
間
低
賃
金
で
高
い
離

職
率
の
歯
科
技
工
士
の
窮
状
を

改
善
す
る
た
め
に
、
①
歯
科
技

工
士
の
労
働
実
態
調
査
を
進
め

る
こ
と
②
委
託
歯
科
技
工
に
か

か
わ
る
取
引
ル
ー
ル
を
確
立
す

る
こ
と
③
歯
科
技
工
士
の
研
修

・
育
成
の
た
め
の
補
助
金
制
度

の
確
立
を
要
請
し
、
担
当
者
と

意
見
交
換
を
は
か
っ
た
。

　

集
会
は
、
保
団
連
、「
保
険

で
良
い
歯
科
を
」
全
国
連
絡
会

な
ど
が
実
行
委
員
会
形
式
で
呼

び
か
け
た
も
の
。
実
行
委
員
長

は
兵
庫
連
絡
会
世
話
人
の
雨
松

氏
が
務
め
た
。

山田（①右２人目）・ 井坂（②中
央）・堀内（③左５人目）・伊東（④
左）各衆院議員、山下（⑤中央）参
院議員に要請を行った。協会から吉
岡（①右端）・加藤（①左端）両副
理事長、加藤（③右端）・鈴田（④
右）両理事、足立（①左２人目）・
坂口（②左端）・谷端（②右端）・冨
澤（②左２人目）各評議員、雨松真
希人（③右４人目）・小越由夫（③
左２人目）・ 斎藤宣明（③右２人
目）各歯科技工士らが参加した

会場いっぱいの460人が参加し、実行委員長の
雨松氏があいさつを行った 　　　　　　　　

原
中
勝
征
先
生
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
な
ど
を
語
っ
た

（
５
月
30
日
・
協
会
会
議
室
）　
　
　
　
　
　
　
　

〝
歯
は
命
〞
６・
４
国
会
内
集
会
に
４
６
０
人

　

原
中
勝
征
先
生
が
講
演

　

原
中
勝
征
先
生
が
講
演

兵庫県保険医協会

日　時　６月21日（日）

会　場　チサンホテル神戸　２階あじさい
　　　　（JR神戸駅北へ徒歩５分、高速神戸駅直結）
議　事　13時30分～
記念講演　15時30分～

「新世代ゲノム解析によって変わる医学と医療」
講　師　井ノ上逸朗　国立遺伝学研究所　人類遺伝研究部門　教授
懇親会　17時～　３階六甲（参加費不要）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで

第47回総会第47回総会

●①

●②

●③

●④

●⑤

前
日
医
会
長

前
日
医
会
長

政
策
研
究
会
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感
想
文

レ
ー
ド
」
へ
の
協
力
申
し
入
れ

を
受
け
、
同
会
に
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動　

神
戸
国
際
フ
ロ

ン
テ
ィ
ア
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ

ー
（
Ｋ
Ｉ
Ｆ
Ｍ
Ｅ
Ｃ
）
が
出
し

た
「
肝
移
植
症
例
調
査
検
討
委

員
会
報
告
書
に
対
す
る
当
セ
ン

タ
ー
と
し
て
の
見
解
」
お
よ
び

同
報
告
書
の
内
容
等
が
紹
介
さ

れ
た
。

◇
震
災
対
策　

「
阪
神
・
淡
路

大
震
災
20
年
の
つ
ど
い
」
記
録

集
出
版
に
あ
た
り
、
千
冊
を
買

い
取
っ
て
普
及
す
る
こ
と
が
了

承
さ
れ
た
。
ま
た
前
回
理
事
会

で
集
め
た
ネ
パ
ー
ル
地
震
募
金

２
万
７
５
５
０
円
の
全
額
を
ユ

ニ
セ
フ
に
送
金
し
た
こ
と
が
報

告
さ
れ
た
。

◇
政
策
部　

①
「
前
日
本
医
師

会
会
長
原
中
勝
征
氏
が
語
る　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
危
険
性
と
差
止
・
違

憲
訴
訟
の
意
義
」（
５
／
30
）、

②
兵
庫
県
栄
養
士
会
と
の
懇
談

に
つ
い
て
報
告
さ
れ
た
。

 

（
５
月
23
日
理
事
会
よ
り
）

◇
出
席　

27
人

◇
情
勢　

自
民
党
「
財
政
再
建

に
関
す
る
特
命
委
員
会
」
の
財

政
健
全
化
策
「
中
間
整
理
」
が

明
ら
か
に
。
社
会
保
障
給
付
費

に
つ
い
て
「
受
益
と
負
担
の
均

衡
」「
自
助
自
立
を
基
本
と

し
、
共
助
・
公
助
を
適
切
に
組

み
合
わ
せ
る
」「
効
率
化
・
重

点
化
を
実
行
す
べ
き
」
な
ど
と

さ
れ
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

①
「
ス
ト

ッ
プ
患
者
負
担
増
」
署
名
の
到

達
（
５
／
18
現
在
３
万
５
９
６

０
筆
）、
②
景
品
付
ク
イ
ズ
チ

ラ
シ
第
２
シ
ー
ズ
ン
結
果
（
応

募
数
５
／
18
現
在
４
８
８
６

通
）、
③
青
森
県
知
事
選
挙

「
大
竹
す
す
む
と
青
森
県
の
医

療
・
介
護
・
福
祉
を
語
る
会
」

（
５
／
９
）
に
加
藤
副
理
事
長

が
参
加
し
た
こ
と
、
④
県
弁
護

士
会
か
ら
「
兵
庫
大
集
会
・
パ

会
員
訃
報

ご
冥
福
を
お
祈
り

 

申
し
上
げ
ま
す

小
野　

辰
久
先
生

垂
水
区

外
・
胃
・
整
・
放
・
麻
酔
科

４
月
30
日　

享
年
86
歳

島
谷　

博
允
先
生

中
央
区　

内
・
循
環
器
科

６
月
５
日　

享
年
80
歳

そ
の
一
、社
会
医
学
研
究
会

　

神
戸
医
科
大
学
在
学
初
期

か
ら
、
社
会
医
学
研
究
会
が

浦
井
先
生
を
中
心
に
、
谷
川

博
信
先
生
（
協
会
評
議
員
）、

故
・
口
分
田
勝
先
生
（
元
協

会
理
事
）
や
私
な
ど
で
結
成

さ
れ
、
社
会
医
学
の
勉
学
に

も
努
力
し
ま
し
た
。

　

こ
の
勉
強
は
卒
後
、
思
想

的
、
実
践
的
に
方
向
を
定
め

る
と
き
大
き
な
指
針
と
な
り

ま
し
た
。

そ
の
二
、卒
後
の
道

　

卒
業
後
、
ど
ん
な
道
を
歩

1927年11月８日生まれ。52年
神戸医科大学卒業、69年～90
年衆議院議員、91年～2001年
兵庫県保険医協会理事、01年
～同顧問
前神戸健康共和会理事長、元
兵庫県民主医療機関連合会会
長、元全日本民主医療機関連合
会理事、神戸健康共和会顧問

浦井　洋先生（享年87歳）

追　悼

浦
井
先
生
を
偲
ぶ

 

『
学
生
時
代
』

湧
谷　
　

煌

も
う
か
と
悩
み
ま
し
た
が
、

医
療
福
祉
、
保
健
の
豊
か
な

社
会
を
求
め
る
私
た
ち
は
、

民
主
、
平
和
、
反
戦
の
基
本

精
神
を
何
よ
り
も
大
切
に

し
、
運
動
を
進
め
る
、
こ
の

道
ひ
と
す
じ
に
歩
も
う
と
決

意
し
、
兵
庫
県
民
主
医
療
機

関
連
合
会
の
板
宿
診
療
所
で

働
く
こ
と
を
決
意
し
ま
し

た
。

そ
の
三
、ボ
ロ
下
宿
と

私
た
ち
の
歩
み

　

兵
庫
区
の
平
野
に
十
数
人

用
の
ボ
ロ
下
宿
が
あ
り
、
私

や
内
田
敬
止
先
生
（
神
戸
協

同
病
院
元
院
長
・
協
会

顧
問
）、
上
田
耕
蔵
先

生
（
神
戸
協
同
病
院
院

長
・
協
会
評
議
員
）、

道
上
哲
也
先
生
（
神
戸

医
療
生
活
協
同
組
合
理

事
長
・
協
会
評
議
員
）

　

４
月
30
日
に
亡
く
な
っ
た

元
衆
院
議
員
・
協
会
顧
問
の

浦
井
洋
先
生
（
享
年
87
歳
）

の
「
お
別
れ
の
会
」
が
、
５

月
31
日
、
県
中
央
労
働
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
、
約
４
０
０

人
が
参
列
し
別
れ
を
惜
し
ん

だ
。

　

浦
井
先
生
は
、
神
戸
医
科

大
学
を
卒
業
後
、
東
神
戸
診

療
所
を
開
設
。
協
会
の
前
身

で
あ
る
「
兵
庫
保
険
医
ク
ラ

ブ
」
結
成
の
呼
び
か
け
人
の

１
人
で
、
１
９
６
９
年
の
衆

院
選
に
共
産
党
公
認
で
初
当

選
し
、
以
後
７
期
、
20
年
に

わ
た
る
議
員
活
動
を
行
っ

た
。
健
康
保
険
制
度
改
悪
に

反
対
す
る
運
動
や
診
療
報
酬

改
善
に
尽
力
し
、
保
険
医
協

会
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
さ

れ
、
政
界
引
退
後
も
協
会
理

事
、
顧
問
と
し
て
活
躍
さ
れ

た
。

な
ど
、
具
体
的
に
教
え
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

最
後
は
税
理
士
で
社
会
保
険

労
務
士
で
も
あ
る
松
田
正
廣
先

生
か
ら
労
働
基
準
法
を
中
心
に

従
業
員
の
雇
用
に
つ
い
て
、
注

意
点
を
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
テ
ン
ポ
良
い
講
義
で
、
膨

大
な
内
容
が
一
時
間
半
で
す
っ

か
り
消
化
さ
れ
た
の
で
、
聞
い

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　

内
容
の
濃
い
研
究
会
で
し
た

の
で
、
休
み
の
日
曜
日
を
使
っ

て
で
も
参
加
し
た
か
い
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

【
西
宮
市
・
準
会
員

 

中
内　

一
揚
】

生
が
保
険
診
療
に
つ
い
て
の
概

要
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
総
論
で

す
か
ら
公
衆
衛
生
の
授
業
の
よ

う
に
退
屈
な
話
に
な
る
か
と
思

っ
て
い
た
の
で
す
が
、
実
体

験
、
裏
話
を
お
り
ま
ぜ
な
が
ら

フ
ラ
ン
ク
に
お
話
し
い
た
だ
い

た
の
で
、
飽
き
る
こ
と
が
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

　

小
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
開
業

後
に
や
っ
て
く
る
新
規
個
別
指

導
・
集
団
的
個
別
指
導
の
こ
と

に
つ
い
て
話
さ
れ
、
怖
い
け
れ

ど
必
要
以
上
に
恐
れ
る
こ
と
は

な
い
の
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
お
昼
休
憩
を
は
さ
ん

で
田
中
雄
司
税
理
士
の
お
話
し

を
聞
き
ま
し
た
。
確
定
申
告
は

し
た
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
自
分

の
収
入
を
「
給
与
」
か
ら
「
事

業
（
営
業
等
）」
の
項
目
に
書

か
な
い
と
い
け
な
く
な
る
と
言

わ
れ
、
勤
務
医
か
ら
開
業
医
に

変
わ
る
覚
悟
の
よ
う
な
も
の
を

感
じ
ま
し
た
。
必
要
経
費
の
落

と
し
穴
や
、
減
価
償
却
の
コ
ツ

し
ま
す
中
内
と
申
し
ま
す
。

　

新
規
開
業
医
研
究
会
に
参
加

し
て
き
ま
し
た
。
今
ま
で
は
お

知
ら
せ
を
見
て
も
「
ま
だ
早

い
」
と
考
え
て
見
送
っ
て
き
ま

し
た
が
「
開
業
ま
で
一
年
を
切

っ
た
こ
の
時
期
な
ら
ば
」
と
、

思
い
切
っ
て
参
加
を
決
め
ま
し

た
。
朝
10
時
か
ら
夕
方
５
時
ま

で
と
長
丁
場
で
し
た
が
、
集
中

し
て
い
た
た
め
か
、
長
さ
は
全

く
気
に
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

参
加
者
も
20
人
以
上
お
ら
れ
て

安
心
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
、
ろ
っ
こ
う
医
療
生

協
東
雲
診
療
所
の
小
西
達
也
先

　

組
織
部
は
５
月
31
日
、
新
規

開
業
医
研
究
会
「
最
低
限
知
っ

て
お
く
べ
き
新
規
指
導
対
策
、

保
険
請
求
・
税
務
経
営
の
基
礎

知
識
」
を
協
会
会
議
室
で
開

催
。
医
科
医
療
機
関
か
ら
16

人
、
歯
科
医
療
機
関
か
ら
６
人

が
参
加
し
た
。
中
内
一
揚
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

　

来
年
４
月
に
、
西
宮
北
口
で

井
上
眼
科
を
継
承
・
開
業
い
た

保
険
診
療
の
要
点
や
審
査
の
現
状

な
ど
を
解
説
す
る
小
西
先
生　
　

代表献花する池内理事長

歯科保険請求
71

〈クラウン・ブリッジ維持管理料（補管）〉
Ｑ１　補管の対象にならないものは何
か。
Ａ１　他院製作の補綴物、インレーおよ
びインレーブリッジ、有床義歯、６歳未
満乳幼児、乳歯への歯冠修復、永久歯代
行乳歯、著しく歯科診療が困難な者、歯
科訪問診療の患者は補管の対象になりま
せん。
Ｑ２　インレーブリッジで、支台歯１歯
が冠形態の場合は補管の対象か。
Ａ２　その通りです。
Ｑ３　接着ブリッジや歯CADは補管の対
象になるのか。
Ａ３　補管の対象です。
Ｑ４　補管算定日から２年以内に脱離し
再装着した場合は何も算定できないの
か。
Ａ４　「装着材料料」は別に算定できま
す。軟化象牙質を除去し再形成した場合
は、Ｃ病名を併記の上で、「う蝕処置」
も算定できます。
　レセプト摘要欄に、再装着日と部位、
補綴物の種類、補管の算定年月日を記載
します。
Ｑ５　補管の２年間の維持管理とは、セ
ット日からセット日までが２年間を超え
ればよいのか。

Ａ５　その通りです。
Ｑ６　補管算定日から２年以内で再製作
をする場合の近畿厚生局への事前承認
で、やむを得ない場合とは何か。
Ａ６　偶発的な外傷や、腫瘍等です。歯
周疾患が原因で抜歯した場合も除きま
す。やむを得ず隣在歯、または隣在歯お
よび当該歯冠補綴物が装着された歯、も
しくは当該ブリッジが装着された支台歯
を抜歯しブリッジを装着する場合に、予
めその理由書、模型、エックス線フィル
ムまたはその複製を近畿厚生局長に提出
し、その判断を求めます。

〈有床義歯の再製作〉
Ｑ７　有床義歯の再製作は、前回の新製
セット日から印象採得まで６カ月以上経
過して入ればよいのか。
Ａ７　その通りです。院内掲示で、６カ
月は再作製できないので紛失しないよう
注意喚起してください。
Ｑ８　どんな場合に６カ月以内でも新製
できるのか。
Ａ８　補診時には予測のつかない歯牙ハ
セツなど歯の急性疾患により喪失歯が異
なった場合や、遠隔地からの転居で前医
への通院が不能になった場合などです。
レセプト摘要欄に理由を記載してくださ
い。

神
戸
医
療
生
活
協
同
組
合

　
　
　
　
　

名
誉
理
事
長

生
前
の
活
躍
偲
び

　

４
０
０
人
が
参
列

歯
科
貸
診
療
所

歯
科
貸
診
療
所

◇
所
在
地　

西
宮
市
内

（
阪
神
鳴
尾
駅
徒
歩
５
分

　

兵
庫
医
大
近
く
）

◇
内
装
変
更
可
、
賃
料
応

相
談

◇
委
細
面
談
の
う
え

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、

☎
080―

５
３
５
２―

０
９

３
３　

林
ま
で

開業準備に役立つ
内容の濃い研究会

新規開業医研究会新規開業医研究会

　

「
お
別
れ
の
会
」
は
、
協

会
の
ほ
か
神
戸
健
康
共
和

会
、
神
戸
医
療
生
活
協
同
組

合
、
東
神
戸
医
療
互
助
組

合
、
兵
庫
県
民
主
医
療
機
関

連
合
会
な
ど
の
８
団
体
が
実

行
委
員
会
を
結
成
し
て
主

催
。
神
戸
健
康
共
和
会
の
藤

末
衛
理
事
長
が
代

表
し
て
「
医
療
と

政
治
を
通
じ
て
人

権
と
民
主
主
義
、

憲
法
実
現
を
求
め

る
生
涯
だ
っ
た
」

な
ど
追
憶
の
こ
と

ば
を
述
べ
た
。
協

会
か
ら
朝
倉
宏
参

与
・
元
事
務
局
長

が
弔
辞
を
述
べ
た

ほ
か
、
池
内
春
樹

理
事
長
が
代
表
献

花
、
武
村
義
人
副

理
事
長
が
弔
電
を

読
み
あ
げ
た
。

浦井洋先生お別れの会元衆院議員
協 会 顧 問

な
ど
が
住
人
で
し
た
。

　

卒
業
後
、
浦
井
先
生
も
私

も
、
兵
庫
民
医
連
の
同
じ
道

を
歩
み
、
浦
井
先
生
は
衆
議

院
議
員
、
私
は
引
き
続
き
民

医
連
と
少
し
分
か
れ
た
道
を

歩
み
ま
し
た
が
、
政
治
と
医

療
と
分
野
は
異
な
っ
て
も
、

同
じ
道
を
歩
み
続
け
ま
し

た
。

　

長
年
、
同
じ
志
を
た
ど
っ

た
故
・
浦
井
洋
先
生
、
安
ら

か
に
お
休
み
く
だ
さ
い
。

　

浦
井
千
鶴
子
さ
ん
、
元
気

で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。
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兵
庫
県
弁
護
士
会
が
「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
」
と
「
特

定
秘
密
保
護
法
」
反
対
で
、「
兵
庫
大
集
会
・
パ
レ
ー
ド
」
へ

の
参
加
を
呼
び
か
け
て
い
る
（
６
月
21
日
㈰
14
時
〜
、
三
宮
・

東
遊
園
地　

開
催
）。
弁
護
士
会
と
し
て
こ
の
よ
う
な
集
会
を

主
催
す
る
の
は
初
め
て
の
試
み
と
の
こ
と
。
な
ぜ
今
、
弁
護
士

会
が
集
会
を
主
催
す
る
の
か
、
武
村
義
人
副
理
事
長
が
県
弁
護

士
会
館
を
訪
ね
て
、
県
弁
護
士
会
の
憲
法
問
題
委
員
会
委
員
長

の
吉
田
維
一
弁
護
士
に
聞
い
た
。

こ
の
ま
ま
で
は
危
な
い
と

初
め
て
集
会
を
企
画

　

武
村　

集
団
的
自
衛
権
や
特

定
秘
密
保
護
法
に
は
、
当
会
も

高
い
関
心
を
持
っ
て
い
ま
す
。

先
生
は
、
憲
法
問
題
委
員
会
の

委
員
長
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
が
、
そ
の
あ
た
り
か

ら
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

吉
田　

憲
法
問
題
委
員
会
が

県
弁
護
士
会
に
で
き
た
の
は
、

２
０
０
３
年
度
に
前
身
の
有
事

法
制
問
題
対
策
本
部
が
設
置
さ

れ
て
以
来
で
、
も
う
10
年
以
上

の
活
動
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
は
憲
法
に
か
か
わ
る
問
題
を

研
究
し
て
成
果
と
し
て
意
見
書

を
出
し
た
り
、
市
民
集
会
で
発

表
す
る
な
ど
の
活
動
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

　

武
村　

先
生
が
委
員
長
に
な

ら
れ
た
の
は
、
い
つ
か
ら
で
す

か
。
失
礼
な
が
ら
、
お
若
い
感

じ
が
し
ま
す
が
。

　

吉
田　

昨
年
の
４
月
か
ら
で

す
。
先
輩
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ
お

前
が
や
れ
と
い
う
こ
と
で
…
。

こ
れ
か
ら
は
若
い
人
が
中
心
に

な
ら
な
い
と
い
け
な
い
と
言
わ

れ
ま
し
て
、
そ
れ
で
や
む
な
く

と
言
い
ま
す
か
、
な
る
べ
く
し

て
、
と
言
い
ま
す
か
…（
笑
）。

今
、
39
歳
で
す
の
で
、
若
い
か

ど
う
か
…
。

　

武
村　

私
は
、
平
和
憲
法
を

守
ろ
う
と
い
う
九
条
の
会
・
兵

な
く
、
閣
議
決
定
と
法
律
で
ひ

っ
く
り
返
す
と
い
う
も
の
で

す
。
こ
れ
は
ど
う
考
え
て
も
、

「
憲
法
で
内
閣
を
は
じ
め
と
し

た
国
家
権
力
を
縛
る
」
と
い
う

考
え
で
あ
る
「
立
憲
主
義
」
に

反
し
て
い
る
ん
で
す
。
そ
の
点

で
は
、
改
憲
派
も
護
憲
派
も
、

弁
護
士
会
は
一
致
し
て
反
対
し

て
い
る
の
で
す
。

　

武
村　

そ
れ
に
し
て
も
、
弁

護
士
会
と
し
て
集
会
を
主
催
す

る
と
い
う
の
は
、
あ
ま
り
聞
い

た
こ
と
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

吉
田　

弁
護
士
会
と
し
て

も
、
今
の
状
況
に
強
い
危
機
感

を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。
こ

う
し
た
趣
旨
の
集
会
は
、
兵
庫

県
弁
護
士
会
だ
け
の
取
り
組
み

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
弁
護

士
連
合
会
と
、
全
国
52
の
単
位

弁
護
士
会
が
、
こ
の
問
題
で
は

一
致
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、

同
様
の
集
会
は
東
京
、
横
浜
、

埼
玉
、
名
古
屋
、
大
阪
な
ど
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
今
後

も
、
全
国
で
開
催
さ
れ
て
い
く

予
定
で
す
。

庫
県
医
師
の
会
に
入
っ

て
い
ま
す
が
、
今
回
の

集
会
の
趣
旨
は
、
九
条

の
会
の
趣
旨
と
は
違
う

の
で
す
か
。

　

吉
田　

は
い
。
憲
法

９
条
に
つ
い
て
は
、
弁

護
士
の
中
に
も
、
改
正

す
べ
き
と
い
う
人
も
い

れ
ば
、
こ
の
ま
ま
で
よ

い
と
い
う
人
も
い
ま

す
。
で
す
が
、
今
回
の

「
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
容
認
」
と
い
う
問
題

は
違
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
「
わ
が
国
が
攻
撃
さ

れ
な
い
限
り
、
武
力
行

使
を
す
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
」
と
し
て
き
た

憲
法
９
条
の
解
釈
を
、

憲
法
を
改
正
す
る
こ
と

　

た
だ
も
う
、
弁
護
士
会
と
し

て
も
初
め
て
や
る
こ
と
で
す
の

で
、
皆
さ
ん
に
助
け
て
い
た
だ

き
た
い
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
で
ご
協
力
を
お
願

い
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
他
の
活
動
と
し
て
も
、

弁
護
士
会
が
外
に
出
て
、
直
接

こ
の
問
題
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
１
月
か

ら
神
戸
、
姫
路
、
尼
崎
で
街
頭

宣
伝
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

武
村　

私
も
神
戸
駅
前
で
宣

伝
さ
れ
て
い
る
の
を
見
か
け
た

こ
と
が
あ
り
ま
す
。「
特
定
秘

密
保
護
法
」
も
、
今
回
の
集
会

の
テ
ー
マ
な
ん
で
す
ね
。

　

吉
田　

そ
う
で
す
。
私
は
、

こ
の
「
特
定
秘
密
保
護
法
」
が

制
定
さ
れ
た
後
に
、「
集
団
的

自
衛
権
の
行
使
容
認
」
の
閣
議

決
定
を
し
た
と
い
う
順
番
に
も

意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
て
い

ま
す
。

　

す
で
に
、
一
昨
年
の
12
月
に

特
定
秘
密
保
護
法
が
成
立
し
ま

し
た
。「
何
が
秘
密
か
、
そ
れ

は
秘
密
で
す
」「
い
つ
ま
で
秘

密
か
、
そ
れ
も
秘
密
で
す
」
と

言
わ
れ
た
よ
う
に
、
国
民
が
知

ら
な
い
と
判
断
の
で
き
な
い
情

報
を
、
政
府
が
秘
密
に
指
定
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
民
が
知
ら
な
い
状
況
を
作

り
出
す
こ
と
の
で
き
る
環
境
を

整
備
し
、
い
よ
い
よ
、
日
本
が

攻
撃
さ
れ
て
い
な
く
て
も
海
外

で
武
力
行
使
を
す
る
、
集
団
的

自
衛
権
を
行
使
で
き
る
環
境
を

作
ろ
う
と
、
現
在
の
国
会
で
、

安
全
保
障
法
制
が
審
議
さ
れ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
国

の
情
報
を
知
る
権
利
を
奪
っ
て

お
い
て
、
事
実

を
知
ら
せ
な
い

ま
ま
に
、
海
外

で
武
力
行
使
が

で
き
る
状
況
を

作
る
こ
と
が
で

き
る
法
律
を
検

討
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

「
民
主
主
義
」
を
無
視
し
た
こ

と
が
行
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か

と
、
と
て
も
危
険
な
こ
と
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

軍
事
行
動
に

開
業
医
も
徴
用

　

武
村　

国
会
で
議
論
前
に
、

首
相
が
ア
メ
リ
カ
に
行
っ
て
集

団
的
自
衛
権
の
行
使
が
可
能
と

約
束
し
て
く
る
と
い
う
の
も
、

日
本
の
「
民
主
主
義
」
を
無
視

し
て
い
ま
す
ね
。
特
定
秘
密
保

護
法
で
は
、
適
性
評
価
制
度
に

対
し
て
日
本
精
神
神
経
学
会
か

ら
「（
患
者
の
）
医
療
情
報
の

提
供
義
務
は
医
学
・
医
療
の
根

本
原
則
（
守
秘
義
務
）
を
破
壊

す
る
」
と
す
る
見
解
が
出
さ
れ

ま
し
た
。
わ
れ
わ
れ
医
師
へ
の

影
響
は
ど
う
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。

　

吉
田　

他
国
に
対
す
る
武
力

攻
撃
が
発
生
し
日
本
の
存
立
が

脅
か
さ
れ
る
明
白
な
危
険
が
あ

る
「
存
立
危
機
事
態
」
と
政
府

が
判
断
す
れ
ば
、
日
本
が
攻
め

ら
れ
な
く
と
も
、
自
衛
隊
は
海

外
で
も
武
力
行
使
・
攻
撃
が
可

能
と
も
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
日
本
か
ら
攻
撃
を
受
け

た
相
手
国
が
日
本
へ
反
撃
す
る

と
い
う
状
況
が
現
実
に
危
惧
さ

れ
ま
す
。

　

そ
う
な
れ
ば
武
力
攻
撃
事
態

法
な
ど
か
ら
な
る
「
有
事
法

制
」
が
す
で
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
か
ら
医
療
関
係
者
へ
の
徴

用
も
あ
り
う
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
開
業
医
の
皆
さ
ん
が
、
地

域
の
患
者
さ
ん
は
診
な
い
で
海

外
や
国
内
の
傷
病
兵
の
治
療
の

た
め
に
軍
事
行
動
に
加
担
さ
せ

ら
れ
る
、
と
い
う
こ
と
が
法
律

上
は
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

武
村　

こ
れ
ま
で
「
戦
闘
地

域
」
で
は
な
く
「
非
戦
闘
地

域
」
で
の
後
方
支
援
な
ら
ば
よ

い
と
い
う
考
え
が
あ
り
ま
し
た

が
、
戦
闘
地
域
以
外
の
後
方
支

援
と
い
う
設
定
自
体
が
成
り
立

つ
の
で
し
ょ
う
か
。

　

吉
田　

現
代
の
戦
争
は
、

「
無
人
爆
撃
機
」
が
飛
行
し
た

り
、
ミ
サ
イ
ル
な
ど
が
前
線
・

後
方
に
関
係
な
く
飛
来
し
ま

す
。
ど
こ
ま
で
が
非
戦
闘
地
域

な
の
か
、
ど
こ
か
ら
が
戦
闘
地

域
な
の
か
は
、
日
々
刻
々
と
変

わ
り
、
前
線
も
後
方
も
、
明
確

に
線
引
き
で
き
な
い
時
代
に
入

っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
で
、

今
回
、
審
議
さ
れ
て
い
る
安
全

保
障
法
制
で
は
、「
切
れ
目
の

な
い
対
応
」
が
必
要
だ
と
言
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
本
当
に
、

切
れ
目
の
な
い
対
応
を
す
る
の

で
あ
れ
ば
、
自
衛
隊
が
対
応
す

る
活
動
内
容
も
増
え
る
で
し
ょ

う
し
、
自
衛
隊
の
活
動
範
囲
に

関
す
る
判
断
が
ま
す
ま
す
困
難

に
な
っ
て
き
ま
す
。
停
戦
後
の

治
安
維
持
活
動
や
在
外
邦
人
の

救
出
活
動
な
ど
で
は
、
自
衛
隊

は
任
務
を
妨
害
す
る
者
に
対

し
、
武
器
を
使
用
で
き
る
と
さ

れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
れ
が
引

き
金
と
な
っ
て
戦
闘
が
始
ま
る

か
も
し
れ
な
い
危
険
な
任
務
を

担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
弾
薬
の
提
供
な
ど
の

兵
站
（
へ
い
た
ん
）
活
動
や
遭

難
し
た
外
国
人
兵
士
の
捜
索
な

ど
、
相
手
国
か
ら
見
れ
ば
、
自

衛
隊
の
行
為
は
「
敵
国
に
加
担

す
る
戦
争
行
為
」
と
評
価
さ
れ

る
危
険
性
が
出
て
く
る
と
思
い

ま
す
。

　

武
村　

「
戦
争
に
な
れ
ば
、

自
衛
隊
に
死
者
が
出
る
こ
と
は

や
む
を
え
な
い
」
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
ね
。

　

吉
田　

戦
闘
で
死
傷
す
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
で
も

海
外
派
兵
の
結
果
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
自
衛
隊
員
の
自

殺
率
は
と
て
も
高
い
ん
で
す

ね
。
戦
闘
で
負
傷
し
な
く
て

も
、
任
務
の
過
酷
さ
か
ら
Ｐ
Ｔ

Ｓ
Ｄ
（
心
的
外
傷
後
ス
ト
レ
ス

傷
害
）
な
ど
精
神
疾
患
に
苦
し

む
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。「
日
本
が
攻
め
ら
れ
て
も

い
な
い
の
に
外
国
で
戦
闘
行
為

に
接
す
る
任
務
で
は
、
身
体
や

精
神
が
も
た
な
い
」
と
言
っ

て
、
自
衛
隊
員
の
退
職
者
が
相

次
ぎ
、
な
り
手
も
い
な
く
な
る

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

家
族
が「
戦
場
に
行
く
」

リ
ア
ル
な
イ
メ
ー
ジ
を

　

武
村　

集
会
を
呼
び
か
け
ら

れ
て
か
ら
、
市
民
の
方
々
か
ら

の
反
応
は
い
か
が
で
す
か
。

　

吉
田　

特
に
女
性
の
方
々
の

反
応
が
い
い
で
す
。
自
分
の
子

ど
も
の
問
題
と
し
て
身
近
に
感

じ
る
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
。
も
ち
ろ
ん
「
イ
ク
メ
ン
」

の
男
性
の
反
応
も
い
い
で
す

（
笑
）。
気
に
な
る
の
は
中
高

年
の
男
性
で
す
。
法
律
な
ど
の

理
屈
の
問
題
も
大
事
で
す
が
、

そ
れ
だ
け
で
は
な
く
、
自
衛
隊

員
や
家
族
の
こ
と
も
考
え
て
も

ら
い
た
い
で
す
。
自
分
の
家
族

が
、
日
本
が
攻
め
ら
れ
て
も
い

な
い
の
に
戦
場
に
行
く
、
も
し

く
は
戦
場
に
近
い
場
所
に
行

く
、
リ
ア
ル
な
現
実
を
イ
メ
ー

ジ
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　

武
村　

弁
護
士
会
の
意
見
に

は
重
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
。

当
会
で
も
勉
強
会
を
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

吉
田　

集
団
的
自
衛
権
の
問

題
以
外
で
は
、
今
の
憲
法
で
は

大
規
模
災
害
に
対
応
す
る
緊
急

事
態
条
項
が
な
い
か
ら
改
憲
し

よ
う
と
い
う
議
論
が
自
民
党
な

ど
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
阪

神
・
淡
路
大
震
災
を
経
験
し
た

被
災
地
の
弁
護
士
会
と
し
て
、

自
然
災
害
を
「
ダ
シ
」
に
し
た

よ
う
な
改
憲
は
許
さ
れ
な
い
と

考
え
、
す
で
に
声
明
を
出
し
て

い
ま
す
。

　

武
村　

本
日
は
、
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
会
開
催

日
は
当
会
で
は
総
会
を
行
っ
て

お
り
ま
す
の
で
残
念
な
が
ら
参

加
で
き
ま
せ
ん
が
、
家
族
や
医

院
の
ス
タ
ッ
フ
の
方
に
は
、
ぜ

ひ
集
会
に
出
か
け
て
い
た
だ
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。
成
功
を
祈

念
し
て
お
り
ま
す
。

聞
き
手武村 義人副理事長

６月21日　「集団的自衛権行使容認」「特定秘密保護法」反対で県民集会６月21日　「集団的自衛権行使容認」「特定秘密保護法」反対で県民集会

弁弁護護士士会会「立憲主義に反する」で一致「立憲主義に反する」で一致

【よしだ　ただいち】兵庫県弁護士会所属。兵庫県弁護士会憲法
問題委員会委員長。日本弁護士連合会憲法問題対策本部委員　

県
弁
護
士
会　

吉
田　

維
一 

憲
法
問
題

委 

員 

長 

に
聞
く

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
」

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
」

「
特
定
秘
密
保
護
法
」

「
特
定
秘
密
保
護
法
」

反
対
！

兵
庫
大
集
会
・
パ
レ
ー
ド

兵
庫
大
集
会
・
パ
レ
ー
ド

日　

時　

６
月
21
日（
日
）
14
時
〜

会　

場　

神
戸
三
宮　

東
遊
園
地
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本
日
の
青
空
と
は
う
ら
は
ら

に
日
本
の
空
に
は
暗
雲
が
漂
っ

て
い
る
。
安
倍
政
権
は
日
米
の

防
衛
協
力
の
た
め
の
指
針
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
の
改
定
に
続
き
、
安

保
法
案
を
閣
議
決
定
し
た
。

　

日
本
の
外
交
方
針
の
基
本
と

す
べ
き
、
日
本
国
憲
法
前
文
の

格
調
高
い
理
念
を
無
視
し
、
憲

法
尊
重
擁
護
義
務
を
無
視
し
た

９
条
の
事
実
上
の
改
憲
で
あ

り
、
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
を

具
体
化
し
よ
う
と
す
る
も
の

だ
。

　

日
本
が
戦
後
70
年
間
戦
争
に

巻
き
込
ま
れ
な
か
っ
た
の
は
９

条
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
。
わ
れ

わ
れ
医
療
従
事
者
は
真
っ
先
に

徴
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

青
空
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
今

こ
そ
大
い
に
議
論
し
、
９
条
を

守
る
た
た
か
い
が
必
要
だ
。

　

社
会
保
障
の
分
野
で
も
、
国

の
借
金
を
理
由
に
社
会
保
障
費

の
抑
制
が
続
い
て
い
る
。
野
田

政
権
末
期
に
成
立
し
た
「
社
会

保
障
・
税
の
一
体
改
革
」
は
、

消
費
税
増
税
と
社
会
保
障
費
抑

制
の
内
容
し
か
な
か
っ
た
。
そ

の
結
果
、
入
院
給
食
費
の
自
己

負
担
増
や
紹
介
状
の
な
い
大
病

院
受
診
時
の
定
額
負
担
導
入
、

国
保
の
都
道
府
県
化
に
よ
る
保

険
料
の
増
加
な
ど
患
者
負
担
増

が
め
じ
ろ
押
し
だ
。
こ
れ
ら
は

憲
法
25
条
の
具
体
化
で
あ
る
国

民
皆
保
険
制
度
を
崩
壊
さ
せ
る

も
の
だ
。

　

米
国
に
強
要
さ
れ
て
い
る
Ｔ

Ｐ
Ｐ
は
、
医
療
を
営
利
企
業
の

食
い
物
に
し
よ
う
と
す
る
も
の

だ
。

　

青
空
を
取
り
戻
す
た
め
に
は

大
震
災
対
策
や
原
発
廃
炉
も
必

要
で
、
憲
法
25
条
の
生
存
権
を

守
る
た
た
か
い
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

年
の
集
い
」
を
開
催
し
、
３
４

０
人
が
参
加
し
た
。
京
都
大
学

原
子
炉
実
験
所
助
教
の
小
出
裕

章
先
生
と
映
画
監
督
の
鎌
仲
ひ

と
み
氏
の
特
別
講
演
・
対
談
、

被
災
地
の
医
療
・
社
会
保
障
を

考
え
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
な
ど
を
通
じ
20
年
を
振
り

返
っ
た
。
記
録
集
を
出
版
予
定

な
の
で
、
普
及
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。

　

支
部
総
会
・
記
念
講
演
会
で

は
、
ド
イ
ツ
文
学
翻
訳
家
の
池

田
香
代
子
氏
に
、
戦
後
70
年
の

節
目
に
平
和
と
人
権
の
大
切
さ

に
つ
い
て
、
大
震
災
と
原
発
事

故
の
経
験
に
も
触
れ
な
が
ら
お

話
し
い
た
だ
く
。
今
後
も
会
員

・
メ
デ
ィ
カ
ル
ス
タ
ッ
フ
の
方

の
多
様
な
要
求
に
応
え
た
企
画

や
、
東
日
本
大
震
災
支
援
な
ど

に
引
き
続
き
取
り
組
み
た
い
。

　

協
会
が
５
月
17
日
に
開

催
し
た
第
87
回
評
議
員
会

で
の
理
事
長
あ
い
さ
つ
・

発
言
・
執
行
部
答
弁
、
新

理
事
長
候
補
所
信
表
明
・

選
出
あ
い
さ
つ
、
理
事
長

退
任
あ
い
さ
つ
の
要
旨
を

掲
載
す
る
。

　

現
在
で
も
高
す
ぎ
る
患
者
窓

口
負
担
に
対
し
て
、
さ
ら
な
る

負
担
増
は
受
診
抑
制
を
助
長

し
、
重
症
化
す
れ
ば
医
療
費
の

さ
ら
な
る
増
大
に
つ
な
が
る
。

消
費
税
を
８
％
と
し
、
社
会
保

障
に
使
う
と
言
っ
て
い
な
が
ら

〝
老
い
も
若
き
も
負
担
増
〞
を

強
い
る
社
会
保
障
切
り
捨
て
を

強
行
し
、
大
企
業
の
み
が
減
税

さ
れ
潤
っ
て
い
る
。
中
小
企
業

や
国
民
の
80
％
は
実
感
が
な

く
、
消
費
増
税
と
物
価
高
で
生

活
は
苦
し
く
な
る
ば
か
り
。

　

医
療
保
険
制
度
改
革
関
連
法

　

民
主
主
義
の
根
幹
は
「
言
論

の
自
由
」
に
あ
る
と
思
う
。
日

本
で
は
、
閣
僚
は
そ
の
発
言
が

閣
議
に
反
す
る
と
非
難
さ
れ
、

そ
の
職
を
失
う
。
し
か
し
、
国

会
議
員
は
国
会
の
議
決
が
自
分

の
意
見
に
反
す
る
場
合
で
も
、

そ
れ
を
非
難
す
る
権
利
と
義
務

を
負
う
。
そ
れ
は
国
会
議
員
は

案
は
ほ
と
ん
ど
審
議
さ
れ
な
い

ま
ま
、
政
府
与
党
は
数
の
力
で

押
し
切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
与

党
に
対
す
る
抵
抗
勢
力
が
頼
り

な
い
。
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み

を
行
う
の
か
。

選
挙
民
の
代
表
で
あ
り
、
選
挙

民
の
意
見
を
反
映
す
る
必
要
が

あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

わ
が
協
会
の
評
議
員
会
は
会

員
の
代
表
が
議
論
す
る
場
で
あ

り
、
言
論
の
自
由
は
保
障
さ
れ

て
い
る
。
理
事
会
の
理
事
も
理

事
長
の
指
名
で
は
な
く
選
挙
で

選
ば
れ
る
た
め
、
各
々
の
理
事

は
自
分
の
信
条
・
良
心
に
従
っ

て
行
動
す
る
権
利
と
義
務
を
負

う
。
理
事
各
位
は
各
々
が
会
員

を
代
表
し
て
い
る
と
い
う
自
覚

を
持
ち
、
他
の
意
見
を
尊
重
し

自
由
闊
達
な
議
論
を
徹
底
的
に

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

協
会
と
西
宮
・
芦
屋
支
部

は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
20

　

支
部
で
は
昨
年
９
月
よ
り

「
医
院
経
営
研
究
会
」
を
開
催

し
、
毎
回
15
人
ほ
ど
の
参
加
を

得
て
い
る
。
労
使
関
係
の
ト
ラ

ブ
ル
を
な
く
し
、
ス
タ
ッ
フ
の

や
る
気
を
高
め
、
よ
り
よ
い
医

療
機
関
を
め
ざ
そ
う
と
企
画
を

立
ち
上
げ
た
。
講
演
終
了
後
に

は
、
個
別
質
問
時
間
を
確
保

し
、
好
評
を
得
て
い
る
。

　

ま
た
、
昨
年
支
部
が
協
力
し

た
姫
路
市
の
「
子
ど
も
の
医
療

費
無
料
化
を
求
め
る
請
願
署

名
」
が
市
議
会
で
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
、
所
得
制
限
は
あ
る

も
の
の
、
こ
の
７
月
か
ら
中
学

３
年
生
ま
で
医
療
費
が
無
料
と

な
る
。
姫
路
・
西
播
地
域
で
は

ま
だ
無
料
化
を
実
現
し
て
い
な

い
町
が
２
町
あ
り
、
無
料
化
実

施
を
求
め
て
い
き
た
い
。

患
者
負
担
増
を

く
い
止
め
よ
う北阪神支部

谷口紀善評議員

言
論
の
自
由

に
つ
い
て

北阪神支部

金川清人評議員

震
災
20
年
記
録
集

普
及
に
ご
協
力
を

西宮・芦屋支部

広本秀治評議員

支
部
の
医
院
経
営

研
究
会
が
好
評

原
発
再
稼
働
を

阻
止
し
よ
う

神戸支部

住友直幹評議員

　

川
内
・
高
浜
、
ま
も
な
く
伊

方
と
、
原
発
再
稼
働
容
認
の
動

き
が
進
ん
で
い
る
。
高
浜
原
発

は
福
井
地
裁
の
画
期
的
判
断
で

当
分
の
間
再
稼
働
は
で
き
な
い

が
、
原
発
再
開
を
め
ざ
す
安
倍

内
閣
の
も
く
ろ
み
を
阻
止
す
る

た
め
に
も
、
反
原
発
行
動
に
集

中
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　

他
方
、
関
西
電
力
の
再
三
の

値
上
げ
で
、
新
電
力
へ
の
移
行

が
な
だ
れ
を
う
っ
て
い
る
現
実

が
あ
る
。
来
年
４
月
に
は
一
般

家
庭
も
新
電
力
を
選
べ
る
よ
う

に
な
り
、
原
発
に
固
執
し
て
経

営
努
力
を
し
な
い
関
電
に
私
た

ち
も
打
撃
を
与
え
ら
れ
る
よ
う

に
な
る
。
圧
力
を
か
け
続
け
抜

本
的
改
革
を
迫
っ
て
い
こ
う
。

勤
務
医
拡
大
と

署
名
活
動
に
注
力

姫路・西播支部

　

「
ス
ト
ッ
プ
患
者
負
担
増
」

署
名
は
、
全
職
員
に
呼
び
掛

け
、
患
者
さ
ん
に
も
た
く
さ
ん

協
力
い
た
だ
い
た
。
淡
路
支
部

全
体
と
し
て
も
、
一
般
会
員
の

協
力
も
多
く
い
た
だ
き
、
目
標

を
40
％
超
え
て
達
成
し
た
。
国

民
皆
保
険
制
度
を
絶
対
に
つ
ぶ

し
て
は
な
ら
な
い
。
協
会
と
し

て
も
５
万
筆
の
目
標
を
達
成
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

当
院
で
は
勤
務
医
を
対
象

に
、
保
険
医
協
会
の
紹
介
を
し

て
い
る
。
他
の
病
院
で
も
若
い

先
生
方
へ
働
き
か
け
、
協
会
を

知
っ
て
も
ら
う
機
会
を
つ
く
っ

て
は
い
か
が
か
。
協
会
の
共
済

制
度
は
、
負
担
も
少
な
く
、
万

一
の
際
の
リ
ス
ク
や
、
将
来
の

た
め
の
計
画
的
な
資
金
積
み
立

て
に
有
用
で
、
安
心
し
て
医
業

に
打
ち
込
む
上
で
有
効
で
あ

る
。
先
生
方
が
実
感
し
て
い
る

協
会
の
メ
リ
ッ
ト
を
伝
え
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
事
だ
。

消
費
税
の
補
て
ん

ど
う
考
え
る

北摂・丹波支部

安部治郎評議員

　

消
費
税
が
５
％
か
ら
８
％
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
政
府
は
医

療
機
関
に
は
診
療
報
酬
で
補
て

ん
し
て
い
る
と
言
っ
て
い
る

が
、
本
当
な
の
か
。

　

報
道
で
は
消
費
者
物
価
指
数

が
２
％
上
が
っ
た
と
い
わ
れ
て

い
る
が
、
診
療
報
酬
は
そ
れ
ほ

ど
上
が
っ
て
い
な
い
。
保
険
医

協
会
と
し
て
、
ど
の
よ
う
な
運

動
を
行
っ
て
い
く
の
か
。

地
域
の
認
知
症

対
策
は
急
務

北播支部

　

北
播
支
部
で
は
、
ド
キ
ュ
メ

ン
タ
リ
ー
映
画
『
妻
の
病
〜
レ

ビ
ー
小
体
型
認
知
症
』
無
料
上

映
会
を
市
民
公
開
で
行
い
、
１

３
０
人
が
参
加
し
た
。
認
知
症

で
も
医
療
連
携
を
充
実
さ
せ
れ

ば
暮
ら
し
て
い
け
る
こ
と
を
実

証
し
て
い
る
と
感
じ
た
。
要
支

援
が
介
護
保
険
か
ら
外
れ
る
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
介
護
の
質
が

低
下
し
、
社
会
保
障
の
本
来
の

給
付
と
負
担
の
バ
ラ
ン
ス
が
崩

れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
行
政
　

歯
科
部
会
は
兵
庫
県
民
主
医

療
機
関
連
合
会
と
と
も
に
歯
科

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」

運
動
さ
ら
な
る
発
展
へ

歯科部会

谷端美香評議員

　

但
馬
支
部
で
は
昨
年
・
今
年

と
公
立
豊
岡
病
院
の
若
手
の
先

生
を
対
象
に
「
勤
務
医
ラ
イ
フ

プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催
し

た
。
今
後
、
医
師
宿
舎
の
奥
様

方
を
集
め
て
の
「
ラ
イ
フ
プ
ラ

ン
セ
ミ
ナ
ー
」
も
実
施
予
定

だ
。
他
支
部
で
も
病
診
連
携
の

一
環
、
ま
た
勤
務
医
対
策
と
し

て
、
ぜ
ひ
実
施
し
て
ほ
し
い
。

　

会
務
報
告
に
つ
い
て
、「
集

団
的
自
衛
権
」
と
い
う
表
現
が

あ
っ
た
が
、
自
衛
権
と
は
独
立

国
が
固
有
で
持
っ
て
い
る
権
利

で
あ
り
、
い
く
つ
か
の
国
が
集

ま
っ
た
集
団
に
自
衛
権
な
ど
な

い
。「
集
団
的
自
衛
権
」
と
は

純
粋
に
「
軍
事
同
盟
」
と
呼
ぶ

べ
き
も
の
だ
。
政
府
の
方
針
に

賛
成
か
反
対
か
は
さ
て
お
き
、

正
確
に
表
現
す
べ
き
と
思
う
。

公
立
豊
岡
病
院
で

勤
務
医
セ
ミ
ナ
ー

但馬支部

下山　均評議員

に
意
見
を
言
い
、
認
知
症
の
人

が
住
み
な
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

て
い
け
る
よ
う
に
努
力
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。

　

６
月
27
日
に
は
支
部
総
会
・

記
念
講
演
「
医
師
法
21
条
再
論

考
と
医
療
事
故
調
査
制
度
」
を

行
う
。
病
院
勤
務
医
や
管
理
者

に
関
心
の
高
い
分
野
な
の
で
、

勤
務
医
対
策
と
し
て
位
置
づ
け

て
取
り
組
み
た
い
。

技
工
士
、
歯
科
衛
生
士
と
共
同

し
て
「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科

医
療
を
」
兵
庫
連
絡
会
の
活
動

を
展
開
し
て
い
る
。

　

６
月
４
日
「
虫
歯
の
日
」
に

は
、
国
会
内
で
歯
科
集
会
を
開

催
し
、
歯
科
技
工
士
の
劣
悪
な

労
働
環
境
を
改
善
す
る
た
め
に

厚
生
労
働
省
へ
の
要
請
も
行

う
。
ま
た
、
５
月
23
日
に
は
歯

科
技
工
問
題
に
つ
い
て
の
懇
談

会
を
開
催
し
、
所
属
・
党
派
を

超
え
て
、
低
賃
金
・
長
時
間
労

働
の
歯
科
技
工
の
実
態
と
そ
の

改
善
に
む
け
て
の
意
見
交
換
が

は
か
ら
れ
る
予
定
だ
。

　

６
月
か
ら
は
歯
科
医
療
の
充

実
を
求
め
る
患
者
署
名
運
動
が

始
ま
る
。
医
科
歯
科
一
体
の
兵

庫
協
会
に
あ
っ
て
は
、
医
科
の

先
生
方
か
ら
も
、
さ
ら
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

第
24
回
日
常
診
へ

ご
協
力
の
お
願
い

研究部

清水映二理事

　

今
年
は
10
月
25
日
に
神
戸
市

産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
で
第
24
回

日
常
診
療
経
験
交
流
会
を
開
催

す
る
。
今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ

は
「
そ
れ
で
も
医
療
は
続
く―

地
域
連
携
の
『
し
わ
よ
せ
』
と

『
し
あ
わ
せ
』」
に
決
ま
っ

た
。
医
療
・
介
護
総
合
法
が
通

り
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

が
介
護
だ
け
で
な
く
医
療
も
含

め
て
構
築
さ
せ
ら
れ
て
い
く
。

そ
の
中
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

で
医
療
に
影
響
が
出
て
く
る
と

思
う
。
そ
れ
を
「
し
わ
よ
せ
」

と
い
う
表
現
で
盛
り
込
ん
だ
。

救
急
フ
ェ
ス
タ
や
震
災
関
連
企

画
も
行
う
予
定
だ
。

　

分
科
会
で
の
演
題
発
表
者
を

募
集
し
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
ご

（
５
面
へ
つ
づ
く
）

理
事
長
あ
い
さ
つ

理
事
長
あ
い
さ
つ

憲
法
９
条
・

憲
法
９
条
・
2525
条条

守
る
た
た
か
い
を

守
る
た
た
か
い
を

理
事
長　
　

理
事
長　
　

池
内　

春
樹

池
内　

春
樹

発　
　
　

言

発　
　
　

言
（
順
不
同
）

（
順
不
同
）

西川実徳評議員代　理

淡路支部

中谷正史評議員

柏木有二予　備評議員

第87回評議員会　詳報第87回評議員会　詳報
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（
４
面
か
ら
の
つ
づ
き
）

協
力
い
た
だ
き
、
参
加
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
た
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
へ

歯科部会

坂口智計評議員

　

日
本
原
水
協
代
表
団
主
催
の

Ｎ
Ｐ
Ｔ
（
核
不
拡
散
条
約
）・

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
行
動
に
参
加
し

た
。「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア

ピ
ー
ル
」
署
名
６
３
３
万
６
２

０
５
人
分
を
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討

会
議
の
タ
ウ
ス
・
フ
ェ
ル
ー
キ

議
長
と
ア
ン
ゲ
ラ
・
ケ
イ
ン
国

連
軍
縮
担
当
上
級
代
表
に
提
出

し
、
セ
ン
ト
ラ
ル
パ
ー
ク
で
署

名
活
動
を
行
っ
た
り
、
各
種
の

集
会
に
参
加
し
た
り
し
た
。

　

医
療
関
係
者
の
集
い
で
は
、

米
国
の
医
療
制
度
に
つ
い
て
く

わ
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
、

「
オ
バ
マ
ケ
ア
」
は
、
日
本
の

国
民
皆
保
険
制
度
と
は
ほ
ど
遠

　

春
の
組
織
強
化
月
間
で
は
、

総
会
目
標
と
同
じ
７
３
０
０
人

会
員
の
目
標
を
掲
げ
、
取
り
組

ん
で
い
る
。
会
員
、
役
員
か
ら

の
紹
介
で
入
会
も
増
え
て
い

る
。
会
員
、
未
入
会
の
先
生
方

に
役
立
つ
研
究
会
や
懇
談
会
を

各
支
部
で
開
催
し
て
ほ
し
い
。

　

勤
務
医
・
病
院
対
策
と
し
て

は
、
病
院
医
局
掲
示
用
の
協
会

Ｐ
Ｒ
ポ
ス
タ
ー
も
刷
新
し
４
月

末
ま
で
に
80
を
越
え
る
病
院
訪

く
、「
政
府
が
補
助
金
を
出
し

民
間
の
医
療
保
険
に
加
入
で
き

る
」
と
い
う
程
度
の
も
の
で
し

か
な
い
と
分
か
っ
た
。
日
本
で

も
国
保
料
は
と
ん
で
も
な
く
高

く
、
税
金
や
医
療
費
窓
口
負
担

な
ど
ト
ー
タ
ル
で
考
え
れ
ば
、

日
本
も
米
国
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

春
の
組
織
強
化

月
間
へ
ご
協
力
を

組織部

問
、
医
局
訪
問
を
行
い
、
今
後

は
勤
務
医
ニ
ュ
ー
ス
も
発
行
予

定
だ
。
勤
務
医
の
入
会
対
策
に

力
を
入
れ
た
い
。
す
べ
て
の
役

員
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た

い
。

「
評
議
員
会
へ
よ
せ
て
」

　

淡
路
支
部

 

松
本
敬
明
評
議
員

執
行
部
答
弁

執
行
部
答
弁

７
３
０
０
人
会
員
へ

大
き
な
ご
協
力
を

副理事長

　

金
川
評
議
員
の
発
言
だ
が
、

自
由
闊
達
な
議
論
は
当
然
で
、

日
々
努
め
て
い
き
た
い
。
た

だ
、
開
業
医
宣
言
に
基
づ
く
方

針
、
今
回
ご
議
論
い
た
だ
い
て

い
る
会
務
報
告
・
方
針
を
ど
の

よ
う
に
実
現
し
て
い
く
か
と
い

う
論
議
が
前
提
だ
。
理
事
会
・

評
議
員
会
そ
れ
ぞ
れ
、
機
関
会

議
と
し
て
の
ル
ー
ル
が
大
前
提

と
し
て
あ
る
。

　

広
本
評
議
員
の
発
言
だ
が
、

西
宮
・
芦
屋
支
部
は
阪
神
・
淡

路
大
震
災
20
年
目
で
大
が
か
り

な
催
し
を
開
催
さ
れ
た
。
住
民

と
一
緒
に
生
活
を
ま
も
る
と
い

う
観
点
が
重
要
だ
。
い
つ
も
西

宮
・
芦
屋
支
部
で
は
多
彩
な
行

事
を
開
催
さ
れ
て
お
り
、
わ
れ

わ
れ
も
敬
意
を
表
し
、
見
習
っ

て
い
き
た
い
。

　

柏
木
予
備
評
議
員
か
ら
紹
介

い
た
だ
い
た
北
播
支
部
の
活
動

で
、
認
知
症
の
勉
強
会
に
市
民

が
１
３
０
人
も
集
ま
る
の
は
、

関
心
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
わ

れ
わ
れ
の
運
動
が
大
切
と
な

る
。
ま
た
、
医
療
事
故
調
査
制

度
に
つ
い
て
は
、
昨
年
医
療
・

介
護
総
合
法
が
成
立
し
た
が
内

容
は
固
ま
っ
て
お
ら
ず
、
国
会

議
員
も
理
解
し
て
い
な
い
状
態

だ
。
現
在
の
「
戦
争
法
案
」
で

も
そ
う
だ
が
、
国
会
で
き
ち
ん

と
審
議
を
行
う
べ
き
だ
。

　

西
川
評
議
員
代
理
か
ら
の
発

言
だ
が
、
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
は
県
下
で
広
が
り
、
充
実

し
て
き
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ

と
、
社
会
保
障
推
進
協
議
会
等

を
通
じ
て
地
域
住
民
と
連
携
し

な
が
ら
の
運
動
が
政
治
を
動
か

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。
子

ど
も
が
窓
口
負
担
が
高
く
て
受

診
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
起

こ
ら
な
い
よ
う
に
、
国
の
施
策

と
し
て
子
ど
も
の
窓
口
負
担
無

料
化
を
め
ざ
そ
う
。

　

松
本
評
議
員
か
ら
は
、
い
つ

も
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
親

睦
を
深
め
る
よ
う
に
と
貴
重
な

ご
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

中
谷
評
議
員
の
発
言
だ
が
、

淡
路
支
部
は
、「
ス
ト
ッ
プ
患

者
負
担
増
」
署
名
の
目
標
を
ク

リ
ア
さ
れ
た
。
職
員
も
含
め
、

活
発
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き

感
謝
す
る
。

　

勤
務
医
対
策
は
、
下
山
評
議

員
か
ら
ご
紹
介
が
あ
っ
た
よ
う

に
、「
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
セ
ミ
ナ

ー
」
な
ど
の
企
画
が
進
ん
で
い

る
。
将
来
的
な
保
障
の
こ
と
を

勤
務
医
は
な
か
な
か
考
え
ら
れ

な
い
の
で
、
役
に
立
つ
企
画

だ
。「
集
団
的
自
衛
権
」
は
、

大
国
の
侵
略
を
正
当
化
す
る
た

め
に
作
ら
れ
、
日
本
政
府
は
内

閣
法
制
局
も
含
め
、「
集
団
的

自
衛
権
は
あ
る
が
行
使
で
き
な

い
」
と
し
て
き
た
言
葉
だ
。

　

宮
武
理
事
か
ら
、
７
３
０
０

人
会
員
を
目
標
に
と
呼
び
か
け

が
あ
っ
た
。
高
齢
な
ど
で
の
や

む
を
得
な
い
退
会
が
多
数
あ
る

な
か
、
入
会
を
働
き
か
け
る
日

々
の
活
動
が
大
事
だ
。
先
生
方

の
紹
介
状
が
大
切
に
な
る
の

で
、
ぜ
ひ
と
も
紹
介
を
し
て
い

た
だ
い
て
、
７
３
０
０
人
の
組

織
を
作
っ
て
い
き
た
い
。

世
論
を
集
め

大
き
な
運
動
に

　

北
阪
神
支
部
の
谷
口
評
議
員

の
ご
発
言
に
つ
い
て
、
消
費
税

増
税
や
社
会
保
障
改
悪
が
国
民

だ
け
で
な
く
、
日
本
経
済
に
も

悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
。
運

動
を
進
め
て
い
く
に
は
、
世
論

の
力
が
非
常
に
大
切
だ
。
世
論

調
査
で
も
政
府
の
個
々
の
政
策

に
は
反
対
が
多
数
。
こ
の
声
を

力
に
署
名
運
動
や
国
会
議
員
要

請
行
動
を
行
い
た
い
。
署
名
は

多
数
集
め
れ
ば
政
治
を
変
え
る

力
に
な
る
。
身
近
な
例
で
は
、

各
自
治
体
で
の
子
ど
も
医
療
費

窓
口
負
担
軽
減
を
勝
ち
取
っ
て

き
た
。
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
、
で
き
る
こ
と
は
す
べ
て
や

っ
て
い
き
た
い
。

　

住
友
評
議
員
に
は
い
つ
も
原

発
再
稼
働
反
対
の
運
動
の
先
頭

に
立
っ
て
い
た
だ
き
感
謝
し
て

い
る
。
原
発
は
ひ
と
た
び
事
故

を
起
こ
せ
ば
大
変
な
こ
と
に
な

る
と
国
民
は
知
っ
て
お
り
、
世

論
調
査
で
も
再
稼
働
に
は
反
対

が
多
数
だ
。
今
後
も
原
発
ゼ
ロ

の
運
動
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　

安
部
評
議
員
の
消
費
税
問
題

に
つ
い
て
は
、
政
府
は
医
療
機

関
の
損
税
を
診
療
報
酬
で
補
て

ん
し
て
い
る
と
い
っ
て
い
る

が
、
そ
ん
な
実
感
は
な
い
と
思

う
。
今
ま
で
も
消
費
税
増
税
時

に
診
療
報
酬
を
プ
ラ
ス
改
定
し

た
と
い
っ
て
い
る
が
、
そ
の
後

の
マ
イ
ナ
ス
改
定
で
霧
散
し
て

し
ま
っ
た
。
医
療
は
消
費
税
非

課
税
と
い
う
原
則
が
あ
る
。
私

た
ち
は
診
療
報
酬
に
よ
る
補
て

ん
で
は
な
く
、
ゼ
ロ
税
率
を
適

用
し
て
、
還
付
を
し
て
ほ
し
い

と
い
う
運
動
を
行
っ
て
い
る
。

増
税
反
対
の
運
動
と
合
わ
せ
て

行
っ
て
い
き
た
い
。

　

坂
口
評
議
員
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再

検
討
会
議
の
報
告
が
あ
っ
た
。

核
廃
絶
の
機
運
は
高
ま
っ
て
い

る
と
思
う
。
核
兵
器
の
非
人
道

性
に
つ
い
て
の
議
論
が
盛
ん

で
、
核
兵
器
禁
止
条
約
に
つ
い

て
議
論
が
行
わ
れ
て
い
る
点
も

前
進
だ
。
継
続
し
た
運
動
を
進

め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
オ
バ

マ
ケ
ア
に
つ
い
て
、
日
本
の
国

民
皆
保
険
制
度
は
す
ぐ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
実
感

し
た
。
政
府
が
進
め
る
医
療
改

悪
に
、
し
っ
か
り
と
反
対
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

　

清
水
理
事
か
ら
は
、
今
年
の

日
常
診
療
経
験
交
流
会
の
ご
案

内
を
い
た
だ
い
た
。
医
療
と
は

本
来
国
民
の
幸
せ
の
た
め
に
あ

る
も
の
だ
が
、
政
府
の
悪
政
の

し
わ
寄
せ
に
あ
っ
て
い
る
。
今

回
の
日
常
診
療
経
験
交
流
会
を

地
域
か
ら
政
府
の
社
会
保
障
改

悪
に
反
撃
す
る
場
に
し
て
い
き

た
い
。

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
」

兵
庫
か
ら
広
げ
る

　

谷
端
評
議
員
の
ご
発
言
を
あ

り
が
た
く
思
う
。
保
険
で
よ
り

良
い
歯
科
医
療
運
動
は
少
し
ず

つ
だ
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

５
月
23
日
に
歯
科
技
工
士
会
の

代
表
理
事
、
堀
内
照
文
衆
議
院

議
員
、
高
橋
進
吾
兵
庫
県
議
に

来
て
い
た
だ
き
懇
談
を
す
る
。

ま
た
６
月
４
日
は
国
会
内
で
集

会
を
す
る
。
兵
庫
連
絡
会
か
ら

歯
科
技
工
士
の
雨
松
氏
も
出
席

さ
れ
る
。
兵
庫
か
ら
全
国
の
運

動
を
リ
ー
ド
し
て
い
き
た
い
。

文
書
発
言
（
本
文
省
略
）

池本恒彦 理事
（代読）

（宮武博明理事発言）

武村 義人

副理事長
加藤 擁一

副理事長
吉岡 正雄

理
事
長
候
補
者
所
信
表
明

理
事
長
候
補
者
所
信
表
明

協
会
活
動
の

協
会
活
動
の

　
　

原
点
を
大
事
に

　
　

原
点
を
大
事
に

西
山　

裕
康

西
山　

裕
康　
副
理
事
長

　

副
理
事
長

　

こ
の
た
び
、
私
は
理
事
長
に

立
候
補
し
た
。
理
事
あ
る
い
は

副
理
事
長
と
し
て
の
経
験
は
浅

く
、
私
よ
り
見
識
、
実
力
、
実

績
の
申
し
分
な
い
副
理
事
長
ば

か
り
だ
が
、
私
を
サ
ポ
ー
ト
し

て
下
さ
る
と
の
お
力
強
い
後
押

し
に
て
、
池
内
理
事
長
、
明
石

支
部
の
ご
推
薦
を
受
け
て
立
候

補
し
た
。

　

私
が
理
事
長
に
な
っ
た
際

に
、
特
に
力
を
入
れ
た
い
点
は

三
つ
あ
る
。

　

一
つ
目
は
、「
協
会
活
動
の

原
点
を
大
事
に
し
よ
う
」。
二

つ
目
は
、「
会
員
と
し
て
誇
り

を
持
て
る
協
会
に
し
よ
う
」。

三
つ
目
は
「
協
会
の
活
性
化
と

さ
ら
な
る
拡
大
を
め
ざ
そ
う
」

で
あ
る
。

　

一
つ
目
に
関
し
て
は
、
協
会

会
則
の
「
開
業
保
険
医
の
生
活

と
権
利
を
守
り
、
患
者
・
住
民

と
と
も
に
国
民
医
療
の
充
実
と

向
上
を
め
ざ
す
」
こ
と
を
基
本

に
、
医
科
歯
科
一
体
と
な
っ
た

組
織
お
よ
び
活
動
の
拡
大
・
強

化
を
め
ざ
す
。
特
に
協
会
の
特

徴
で
あ
る
「
患
者
・
住
民
と
と

も
に
」
と
い
う
点
を
重
視
し
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
患
者
・
住

民
、
関
係
団
体
に
働
き
か
け
た

い
。

　

二
つ
目
に
つ
い
て
は
、
現
在

の
「
頼
り
に
な
る
協
会
」「
入

っ
て
良
か
っ
た
協
会
」
だ
け
で

な
く
、
兵
庫
協
会
の
会
員
で
あ

る
こ
と
そ
の
も
の
を
誇
れ
る
よ

う
な
協
会
に
し
た
い
と
思
っ
て

い
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
改
称

さ
れ
る
「
政
策
宣
伝
広
報
委
員

会
」
を
中
心
に
、
内
外
へ
の
広

報
活
動
を
強
化
し
、
協
会
の
認

知
度
を
上
昇
さ
せ
、
そ
の
活
動

の
理
解
度
を
深
め
た
い
。

　

一
般
会
員
に
対
し
て
は
、
執

行
部
と
の
距
離
を
縮
め
る
た
め

に
、
双
方
向
的
に
情
報
や
意
見

を
交
換
し
共
有
で
き
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
を
増
や
し
、
啓
発
を
進
め

る
よ
う
な
方
法
を
検
討
し
た

い
。
一
方
、
非
会
員
、
一
般
住

民
、
各
種
団
体
、
マ
ス
コ
ミ
等

に
対
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
協
会
の
Ｐ
Ｒ
、
対
外
活
動
に

力
を
入
れ
る
。

　

最
後
の
「
協
会
の
活
性
化
と

さ
ら
な
る
拡
大
を
め
ざ
そ
う
」

は
、
理
事
長
と
し
て
当
然
の
責

務
で
あ
り
、
医
科
歯
科
が
一
体

と
な
っ
て
、
各
専
門
部
、
支
部

活
動
の
活
性
化
や
新
規
入
会
員

の
拡
大
を
め
ざ
す
と
と
も
に
、

理
事
会
、
評
議
員
会
、
各
支
部

に
お
い
て
、
若
手
・
女
性
が
参

加
、
活
躍
で
き
る
環
境
作
り
を

め
ざ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

大
ま
か
で
は
あ
る
が
、
以
上

の
よ
う
な
方
針
に
て
、
新
し
く

選
出
さ
れ
る
役
員
と
と
も
に
、

ま
た
事
務
局
と
一
丸
と
な
っ

て
、
理
事
長
の
職
責
を
果
た
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
。
ま
だ
ま

だ
浅
学
非
才
の
身
で
あ
る
が
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
協
会
の
発

展
、
充
実
に
誠
心
誠
意
努
力
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
ご

支
持
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
た
い
。

　

評
議
員
会
で
選
出
さ
れ
、
理

事
長
の
大
役
を
仰
せ
付
か
る
こ

と
に
な
っ
た
。
こ
れ
も
ひ
と
え

に
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ま

の
お
か
げ
で
あ
り
、
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
る
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
兵
庫
県

保
険
医
協
会
は
、
初
代
の
桐
島

正
義
先
生
か
ら
始
ま
り
、
池
内

春
樹
理
事
長
に
至
る
ま
で
、
歴

代
の
理
事
長
の
先
生
方
が
粉
骨

砕
身
さ
れ
、
現
在
の
よ
う
な
全

国
に
誇
れ
る
協
会
に
成
長
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
協
会
を
お
引
き

受
け
す
る
の
は
、
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
る
。

　

輝
か
し
い
先
達
の
先
生
方
に

負
け
な
い
よ
う
に
、
学
習
し
発

言
し
行
動
す
る
理
事
長
と
し

て
、
副
理
事
長
・
理
事
の
先
生

方
と
と
も
に
、
医
科
歯
科
一
体

と
な
っ
て
、
ま
た
事
務
局
職
員

と
一
丸
と
な
っ
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
協
会
の
発
展
、
充
実
に

尽
力
す
る
次
第
で
あ
る
。

　

協
会
の
目
的
は
「
開
業
保
険

医
の
生
活
と
権
利
を
守
り
、
患

者
・
住
民
と
と
も
に
国
民
医
療

の
充
実
と
向
上
を
め
ざ
す
」
こ

と
だ
。
そ
の
た
め
に
は
、
皆
さ

ま
の
お
力
が
不
可
欠
な
の
で
、

ご
理
解
と
ご
協
力
、
ご
指
導
・

ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願

　

新
し
い
兵
庫
県
保
険
医
協
会

の
執
行
部
の
門
出
を
お
祝
い
し

た
い
。
12
年
間
皆
さ
ま
の
お
助

け
に
よ
り
何
と
か
理
事
長
職
を

続
け
て
こ
ら
れ
た
。

　

今
ま
さ
に
日
本
の
青
空
を
暗

雲
が
覆
い
尽
く
そ
う
と
し
て
い

る
と
き
に
理
事
長
職
を
退
任
す

る
こ
と
は
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を

お
か
け
す
る
こ
と
と
思
う
が
、

保
険
医
協
会
は
50
周
年
へ
向
け

て
暗
雲
を
ふ
き
と
ば
し
て
い
か

れ
る
と
思
う
。

　

保
険
医
協
会
が
活
動
す
る
に

あ
た
り
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、
日
本
国
憲
法

と
開
業
医
宣
言
だ
と
思
っ
て
い

る
。
ま
ず
日
本
が
平
和
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
、
そ
し
て
そ
の

上
で
少
子
高
齢
時
代
に
ど
う
社

会
保
障
を
守
っ
て
い
く
か
、
国

民
皆
保
険
制
度
を
守
っ
て
い
く

か
、
み
ん
な
で
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。

　

新
執
行
部
の
皆
さ
ま
が
会
員

と
事
務
局
の
皆
さ
ま
と
こ
の
大

局
を
乗
り
越
え
て
く
だ
さ
る
こ

と
を
祈
念
し
て
い
る
。

新
理
事
長
選
出
あ
い
さ
つ

新
理
事
長
選
出
あ
い
さ
つ

理
事
長
退
任
あ
い
さ
つ

理
事
長
退
任
あ
い
さ
つ

池
内　

春
樹

池
内　

春
樹　
理
事
長

　

理
事
長

い
し
た
い
。

西
山　

裕
康

西
山　

裕
康　
副
理
事
長

　

副
理
事
長



保険医のための医薬品、医療材料、医療機器の共同購入事業

■協会会員の開業医はどなたでもご利用ＯＫ。
■４０年の歴史と実績をもつ大阪府保険医協同組合が
　母体となって運営し、医薬品･医療器材･歯科器材･　
　生活関連商品を数多く取り扱っています。 
■ご注文は電話、ＦＡＸ、Ｗｅｂオンラインから。
■Ｗｅｂサイトから、最新の取扱商品･価格がご覧いた
　だけます。利用方法はお問い合せください。
　　URL http://e-mdc.jp/
■ご利用者・ご希望者の協会会員には、１カ月に１回
　「medical net」（共同購入案内）をお送りします。

Ｍ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワークＭ＆Ｄ保険医ネットワーク

２０１５年(平成２７年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 第１７８５号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞 （６）

１．はじめに
　健康に関連する食情報がマスメディア
や産業界から大量に提供されてすでに久
しい。虚実入り交じるこの種の情報は少
なからぬ人々の食生活に影響を与え、時
に食生活を混乱させる。
　過不足なく食べることの重要性を軽視
する食情報の多くには、虚偽や誇張が入
り交じる。食品や「健康食品」の宣伝広
告文言にはある種の罠が仕掛けられてい
る。このような状況をフードファディズ
ムという概念で整理し、氾濫する食情報
を適切に読み解くヒントにすることを提
案したい。

２．横行する
　フードファディズム
　食べものや栄養が、健康や病気へ与え
る影響を過大に信じたり評価することを
「フードファディズム（Food Faddism）」
という。適正と過大の範囲を判断するこ
とは難しいが、体への好影響や悪影響を
ことさらに言い立てる論である。
　食生活と健康が密接に関わることは事
実であるが、それは長い間の食生活の状
況が長い時間をかけて健康状態に反映さ
れていくことである。今日食べた、ある
「体に良い（悪い）」食べものが、明日
の健康をすぐに左右するわけではない。
直ちに悪影響が生じるのは食中毒や有毒
物の混入、あるいは食物アレルギーのよ
うな例外的な場合である。
　それにもかかわらず、それさえ食べれ
ば健康が約束される「魔法の食品」や、
逆にそれを食べると病気になる「悪魔の
食品」があるかのような文言が横行して
いる。フードファディズムはおよそ次の
ような三つのタイプに分けられる。
①健康への好影響をかたる食品の大流行
　「それ」さえ食べれ（飲め）ば万病解
決、あるいは短期間で減量可能と吹聴さ
れる食品が大流行すること。
　過去約30数年を振り返ると「紅茶きの
こ」（1975年頃）、「酢大豆」（88年頃）、
「ココア」（96年頃）、「にがり」（03年
頃）、「寒天」（05年夏）、「白インゲン
豆」（06年５月）、「納豆」（07年１月）、
「バナナ」（08年９月）、「トマトジュー
ス」（12年２月）等があった。発祥や大
流行に至る経緯は必ずしも明らかではな
いが、「寒天」「白インゲン豆」「納豆」
「バナナ」は健康情報娯楽テレビ番組
が、「トマトジュース」は学術論文のマ
スメディア報道がその発端となったこと
がはっきりしている。
②量の無視
　その食品に含まれる「有益・有害成
分」の量には言及せず「○○に良い」
「××に悪い」と主張すること。「これ
を食べると△△に良い」というマスメデ
ィア情報や「健康食品」産業界からの情

「保険でより良い歯科医療を」兵庫連絡会 市民講座（４月19日）より

　「体脂肪が気になる方へ」と表示し、
「腹部脂肪を減らす」とグラフ付きで宣
伝する２商品、および「脂肪の吸収を抑
える」と宣伝するトクホコーラ飲料の
「効果」を紹介する。
①クロロゲン酸コーヒー飲料
　12週間にわたり継続飲用した結果、
「おなかの脂肪が9.3㎝2低減」との線グ
ラフを宣伝に使っている。被験者の平均
腹部全脂肪面積は350㎝2とのことで脂肪
の減少率は「9.3／350＝0.0266」、すな
わち2.7%。体重は75.8㎏が1.5㎏減少。
②ケルセチン配糖体飲料
　この飲料を継続飲用した結果、「８週
目から体脂肪の低減が認められまし
た。」とあり、減少を示す折れ線グラフ
は載っているが、飲用開始時の脂肪面積
の記載がない。出典論文を読むと、飲用
開始時の平均腹部脂肪面積は292.26㎝2

で、８週目の変化量が「－10.58㎝2」で
あり「10.58／292.26＝0.036」、すなわち
減少率3.6%。「減少した」と宣伝のグラ
フでいいながら飲用開始時の面積を書か
ないのはお粗末である。体重は69.74㎏
が0.14㎏減少。
③トクホコーラ飲料
　トクホのコーラ飲料が2012年、相次い
で２商品発売され「脂肪の吸収を抑え
る」と派手に宣伝しているが、両商品と
も難消化性デキストリンが５g添加され
ている。どの程度「脂肪の吸収を抑え
る」のか、根拠となった論文を読むと
「糞便中の脂質の量が難消化性デキスト
リン15g入り飲料を飲んだ群では1.44g、
飲まなかった群では0.77gで、この差は
統計的に有意である」とのこと。しか
し、コーラ１本中の難消化性デキストリ
ンは５gである。「1.44－0.77＝0.67」gの
３分の１、すなわちたった0.22gの糞中
脂質量が多いことを理由に「脂肪の吸収
を抑える」と宣伝している。
　トクホの「効果」の小ささが消費者に
伝えられていない。
 （次号につづく）

②医薬品成分の含有、③一般的食品成分
でも病態によっては有害、④抽出・濃縮
・乾燥等による特定成分の大量摂取が問
題を惹起、⑤高齢者の代謝に過剰な負
担、⑥医薬品利用者での薬剤との相互作
用、⑦食生活の改善を錯覚、⑧生活習慣
見直し不要の錯覚、⑨治療効果の過信で
医療を軽視、⑩非食品の食品化、であ
る。この他、経済被害も無視できない。
　巧妙な宣伝広告は「ふつうの食事」だ
けでは「何か」が足りないかのように思
い込ませ、健康維持に「健康食品」は欠
かせないと、消費者の購買欲をそそる。
しかし、「体に良かれ」との思いで摂取
した「それ」が、実は「よけいなモノ」
かもしれないのである。
　「健康食品」は有望市場とみなされ、
食品業界も医薬品業界も熱いまなざしを
注ぐ。そして「健康食品」で「健康が買
える」かのような宣伝広告が巷を闊歩
し、消費者の誤解・錯覚につけ込むが
「健康食品」で健康は買えない。場合に
よっては不健康を買い込む。
　また、製品によっては「某国では医薬
品」であることを「効果」の証のように
宣伝する。しかしこれは、国によっては
「医薬品」として扱う物質を、規格・基
準も副作用注意もなく「健康食品」とし
て使うのは危険、と受け止めた方がよ
い。
　食品はその味わいを楽しみ、何らかの
形で健康に寄与するものである。保健機
能だけが語られる製品を「食品」の範疇
に含めると混乱が生ずる。

５ ．特定保健用食品（トクホ）の
「効果」は限定的
　特定保健用食品（トクホ）は消費者庁
の審査に合格した製品であり、許可され
た範囲内で保健効果を記載できる。従っ
て「トクホである」ことはヒトを対象に
行った実験で一定の「効果」があったこ
とを意味するが、その「効果」は非常に
小さい。医薬品ではなく食品だから当然
である。

報の多くが該当する。同時に食品中にご
く微量存在する有害物質に関して、有害
性を発揮するだけの量を摂取することは
あり得ないにもかかわらず、健康への悪
影響があるかのように言い募る情報も該
当する。
③食品に対する期待や不安の扇動
　個人の状況を勘案せず、ある食品を体
に悪いと敵視したり、別の食品を体に良
いと推奨・万能薬視すること。極端に偏
った特殊な食事法の推奨もある。「自然
・天然」「植物性」は良いが「人工」「動
物性」は悪いとの決めつけも見られる。
したがって、農薬と化学肥料を使用した
食品、精製度の高い食品（白砂糖、精製
塩、精白小麦粉、精白米）、インスタン
ト食品類、うま味調味料類、炭酸飲料な
どは目の敵にされる。一方、黒砂糖や蜂
蜜、低温殺菌牛乳、"有精卵"の推奨も見
られる。

３ ．マスメディアと 
フードファディズム

　健康を主なテーマとする「健康雑誌」
の種類は多く、食品の効能・効果を満載
した本や食に対する不安を煽る本が次々
と出版される。「健康」を娯楽の材料と
する健康情報娯楽テレビ番組も数多い。
「売れる情報」には視聴者・読者の関心
を引くために虚偽や誇張、事実誤認等の
フードファディズムが多々紛れこむ。
　健康情報娯楽テレビ番組は内容に科学
的裏づけがあるかのように印象づけるた
めに学術論文をしばしば引用する。しか
しながら元の論文と照合すると結果の一
部分だけを強調していたり、結果の解釈
に虚偽がある例は珍しくない。番組の構
成に都合のよいことだけが利用・強調さ
れる。
　07年１月に「納豆で痩せる」という放
送内容に捏造のあったことが発覚して
「発掘！　あるある大事典Ⅱ」という人
気番組は終焉（しゅうえん）したが、健
康情報娯楽テレビ番組の問題性はこれだ
けのことではない。

４．「健康食品」の問題性
　何らかの健康効果を期待し、経口摂取
する製品を「健康食品」と総称してい
る。そのうち医薬品を連想させる形態の
製品を「栄養補助食品」「サプリメン
ト」と呼び分けることもあるがなんの決
まりもない。
　「健康食品」の“有益性”に関する情
報は、科学的根拠の有無に関わらず産業
界や宣伝広告を含めたメディアから大量
に提供されている。しかし、“有害性”
に関する情報に消費者が接する機会は乏
しい。
　「健康食品」およびその宣伝広告が包
含する問題性を、演者は次のような10項
目に分類している。①有害物質の含有、

群馬大学名誉教授　　高橋久仁子先生講演

～氾濫する食情報と宣伝広告の問題性を考える～

メディアに惑わされない食生活 メディアに惑わされない食生活 ㊤㊤



２０１５年(平成２７年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行) 兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可) 第１７８５号（７）



保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（研究部）☎078－393－1809（歯科）朝９時30分から

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

行 事 の ご 案 内行 事 の ご 案 内
開業・医院経営に役立つセミナーと研究会

（８）第１７８５号(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞２０１５年(平成２７年)６月１５日(毎月３回５・15・25日発行)

医師法21条再論考と医療事故調査制度医師法21条再論考と医療事故調査制度

まだ兵庫県保険医協会にお入りでない先生へまだ兵庫県保険医協会にお入りでない先生へ

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1803　研究部まで

日常診療にすぐ役立つ　診療内容向上研究会日常診療にすぐ役立つ　診療内容向上研究会（参加費無料）（参加費無料）

日　時　６月27日（土）17時～19時
会　場　滝寺荘（加東市上龍野283)
講　師　 日本医療法人協会「現場からの医療事故調ガイドラ

イン検討委員会」委員 佐藤　一樹 先生　
 アドバイザー　鵜飼万貴子 弁護士
参加費　無料

北播支部総会記念講演

歯科部会より歯科部会より
◇初級歯科助手講座

日　時　６月28日（日）10時～17時
会　場　兵庫県保険医協会 ５階会議室
内　容　 「歯と口腔の基礎知識・診療の流れ」「院内感染対策の基礎知識」

「医療保障の種類と受付業務・レセプトの流れ等」「患者接遇とコ
ミュニケーション」－電話応対等の実技演習付－を習得

参加費　6,000円（テキスト代・資料・弁当・飲物代含む）
　　　　 テキスト「デンタルスタッフのための歯科保険診療ハンドブック」
※１日参加者には「修了証」「受講証」をお渡しします。

◇７月歯科定例研究会　「矯正治療期間のコントロール」
日　時　７月26日（日）14時～17時
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
講　師　 東京都中央区・銀座矯正歯科院長　深澤　真一 先生
参加費　無料

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1809　歯科部会まで

教育資金 住宅資金 老後資金
院内で勤務医のための
ライフプランセミナーを開催しませんか？
転勤が多い勤務医は収入の変化が大きく、自身で計画的に将来
への備えを行うことが不可欠です。
保険医協会では、多忙な勤務医が診療の合間に開催いただける
よう、ファイナンシャルプランナーなどの専門家による院内セミナ
ーのお手伝いをしています。

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　組織部まで

日　時　６月20日（土）14時30分～18時30分
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室　　参加費　2,000円
テーマ　第１部「私の開業体験」
 辻　　一城 先生（明石市・一城小児科院長）
　　　　第２部「開業コンセプトの策定と開業地選定のポイント」
 ㈱日本医業総研　田中　徳一 氏
　　　　　　　「開業資金の作り方と開業後の収支」
 税理士法人日本経営　小松　裕介 氏

〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー〈医科〉勤務医のための開業特別セミナー

　先輩開業医の開業体験や、開業を考えるために押さえておくべきポイン
トなどを紹介します。具体的に開業をお考えの先生はもちろん、漠然と将
来をお考えの先生もお気軽にご参加ください。ご家族の参加も歓迎です。

日　時　７月18日（土）17時～
会　場　兵庫県農業会館　101、102会議室
講　師　隠岐広域連合立隠岐島前病院　院長　 白石　吉彦 先生

～地域医療の仕組み作りから外来整形エコーまで～
第508回 離島医療はおもろいで！

ご入会、保険医協会のご利用に関する
お問い合わせは
医科：078-393-1817 組織部
歯科：078-393-1809 歯科部会
まで、お気軽にお問い合わせください。

ご入会の上ご参加ください

医院経営研究会医院経営研究会

参加希望・お問い合わせは　☎078-393-1817　税経部まで

日　時　６月27日（土）14時30分～17時
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室
講　師　中村　　明　税理士
参加費　 3,000円（医院経営研究会員は無料）

〈６月例会〉税務調査！慌てないために

日　時　７月25日（土）14時30分～17時
会　場　兵庫県保険医協会　６階会議室
講　師　坂本　麻生　税理士
参加費　3,000円（医院経営研究会員は無料）

〈７月例会〉医療法人の運営と税務の留意点
日　時　８月22日（土）17時～
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
講　師　兵庫県立リハビリテーション中央病院　泌尿器科部長　仙石　淳 先生

第509回 女性下部尿路症状と過活動膀胱（OAB）の診療について

◇８月歯科定例研究会　「総義歯患者の『何ともない』を求めて」
日　時　８月30日（日）14時～17時　
会　場　兵庫県保険医協会　５階会議室
講　師　広島県世羅郡・平岡歯科医院院長　平岡　秀樹 先生
参加費　無料

外来での医療安全管理・院内感染対策
日　時　７月18日（土）14時～
会　場　伊丹市立図書館「ことば蔵」多目的室１
講　師　市立伊丹病院
 医療安全管理室副主幹　前田志眞子 氏
 感染管理認定看護師　　岸　美紀子 氏
参加費　1,000円（受講証を発行）

北阪神支部医療安全管理研修会


